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組
合
員
の
感
染
拡
大
防

止
と
健
康
保
持
を
第
一

義
に
！ 

  

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

（
以
下
、
コ
ロ
ナ
禍
）
は
、
四
月
七

日
に
「
緊
急
事
態
宣
言
」
が
発
出
さ

れ
、
一
六
日
に
全
国
へ
拡
大
し
、
職

場
も
「
テ
レ
ワ
ー
ク
」
や
「
在
宅
勤

務
」
な
ど
感
染
拡
大
防
止
策
が
打
ち

出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

五
月
二
五
日
に
は
全
国
で
「
宣
言
」

解
除
は
さ
れ
ま
し
た
が
、
第
二
波
、

第
三
波
の
「
感
染
拡
大
」
を
予
測
す

る
声
も
多
く
、
多
数
の
国
民
と
職
場

の
仲
間
か
ら
も
自
ら
の
健
康
に
対

す
る
不
安
の
声
も
聞
か
れ
、
多
人
数

が
全
国
か
ら
集
ま
る
集
会
が
「
ク
ラ

ス
タ
ー
」
と
な
る
可
能
性
も
否
定
で

き
ま
せ
ん
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
全

国
か
ら
代
議
員
を
豊
橋
市
に
集
め

て
の
定
期
全
国
大
会
を
「
無
期
延
期
」

と
し
ま
し
た
。 

し
か
し
、
私
た
ち
を
巡
る
情
勢
は

刻
々
と
変
化
し
て
い
ま
す
。
今
国
会

で
は
、
検
察
官
の
定
年
延
長
と
抱
き

合
わ
せ
る
形
で
審
議
さ
れ
た
「
国
家

公
務
員
の
定
年
延
長
法
案
」
も
先
延

ば
し
と
な
り
、
ど
う
評
価
し
、
私
た

ち
が
ど
う
闘
っ
て
い
く
か
は
急
務

の
課
題
で
す
。 

 

そ
の
為
「
一
同
に
会
す
る
大
会
」

は
実
施
し
ま
せ
ん
が
、
定
期
全
国
大

会
に
変
わ
る
大
会
議
案
討
議
及
び

中
央
諸
役
員
の
選
出
を
行
う
こ
と

と
し
ま
し
た
。 

組
合
民
主
主
義
重
視
！

規
約
に
則
る
代
議
員
選

出
！ 

 

定
期
全
国
大
会
は
、
こ
う
し
た
運

動
方
針
を
決
め
る
と
と
も
に
、
役
員

体
制
、
財
政
方
針
を
確
認
し
て
い
く

事
が
任
務
で
す
。
規
約
で
は
全
国
か

ら
選
出
さ
れ
た
代
議
員
に
よ
り
採

択
さ
れ
る
事
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

規
約
は
、
労
働
組
合
と
し
て
「
人
事

院
登
録
」
で
提
出
さ
れ
て
い
ま
す
。 

従
っ
て
、
定
期
全
国
大
会
と
し
て

様
々
な
決
定
を
行
う
際
、
必
要
な
手

続
き
で
あ
り
、
六
月
九
日
ま
で
に
代

議
員
選
出
を
行
い
ま
す
。 

 

 

支
部
・
分
会
を
主
体
と
し

工
夫
あ
る
意
見
集
約

を
！ 

 

私
た
ち
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
多

く
の
組
合
員
と
職
場
の
皆
さ
ん
と

で
情
勢
認
識
を
一
致
さ
せ
、
職
場
世

論
を
作
り
上
げ
る
な
ら
大
き
な
力

を
果
た
せ
る
と
信
じ
ま
す
。 

従
っ
て
、
支
部
・
分
会
単
位
で
工

夫
を
し
つ
つ
、
別
途
、
配
布
す
る
議

案
書
と
本
機
関
紙
に
よ
り
、
六
月
一

七
日
ま
で
組
合
員
の
意
見
を
集
約

し
ま
す
。
支
部
・
分
会
で
小
集
会
を

行
う
な
ど
工
夫
す
る
と
共
に
、
思
っ

た
意
見
は
支
部
・
分
会
役
員
へ
遠
慮

無
く
伝
え
て
下
さ
い
。 

 

国
土
交
通
省
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
二
〇
二
〇
年
五
月
二
三
日
と
二
四
日
に
愛

知
県
豊
橋
市
に
お
い
て
、
第
二
三
回
定
期
全
国
大
会
を
開
催
す
る
予
定
で
し
た
。 

し
か
し
、
二
月
か
ら
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
が
急
速
に
感
染
拡
大
し
た
こ

と
か
ら
、
定
期
全
国
大
会
に
代
わ
る
大
会
議
案
討
議
及
び
中
央
諸
役
員
の
選
出
を

提
案
し
ま
し
た
。 
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国
の
民
主
主
義

の
在
り
方
を
考
え

る
時 

  

コ
ロ
ナ
禍
は
、
国
民
生

活
に
多
大
な
影
響
を
与

え
て
い
ま
す
。
安
倍
政
権

は
コ
ロ
ナ
禍
に
対
応
す

る
た
め
、
「
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別

措
置
法
」
を
根
拠
に
「
非

常
事
態
宣
言
」
を
発
令
し
ま
し
た
が
、

こ
の
特
措
法
で
は
不
十
分
と
ば
か

り
に
、
日
本
国
憲
法
を
改
定
し
、
内

閣
の
権
限
を
強
め
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。 

し
か
し
、
国
民
が
求
め
て
い
る
の

は
一
人
の
権
力
者
が
物
事
を
決
め

る
英
雄
主
義
的
国
家
で
は
な
く
、
現

行
法
制
を
余
す
こ
と
な
く
活
用
し

た
国
民
生
活
を
守
る
「
規
制
」
と
「
補

償
・
援
助
」
の
組
み
合
わ
せ
で
す
。 

 

ま
た
、
検
察
官
の
定
年
延
長
が
、

多
く
の
有
識
者
、
国
民
の
反
対
の
世

論
に
よ
り
先
送
り
と
な
り
ま
し
た
。 

 

安
倍
政
権
は
、「
森
友
、
加
計
学
園

問
題
」
で
は
、
財
務
省
で
公
文
書
が

隠
蔽
、
破
棄
、
改
ざ
ん
さ
れ
、
財
務

省
職
員
が
自
死
す
る
に
至
っ
て
も
、

国
民
に
判
り
や
す
く
潔
白
を
証
明

し
よ
う
と
せ
ず
、
最
近
の
「
桜
を
見

る
会
」
で
の
自
ら
の
政
治
資
金
管
理

の
問
題
や
、
河
井
衆
議
院
議
員
夫
妻

の
選
挙
違
反
問
題
な
ど
も
国
民
に

判
り
や
す
く
明
ら
か
に
し
て
い

ま
せ
ん
。 

 

検
察
官
の
定
年
延
長
は
、
そ

の
判
断
が
「
内
閣
が
必
要
と
認

め
た
場
合
」
と
さ
れ
、
政
権
の
意

向
が
大
き
く
反
映
さ
れ
、
時
に

政
権
や
政
治
家
を
告
訴
し
て
き

た
検
察
官
が
、
政
権
に
お
も
ね

り
、
三
権
分
立
の
バ
ラ
ン
ス
が

崩
れ
る
こ
と
が
十
分
考
え
ら
れ

ま
す
。
私
た
ち
は
、
国
家
公
務
員

と
し
て
、
一
人
の
国
民
と
し
て
、

こ
の
国
の
民
主
主
義
の
在
り
方

を
議
論
し
、
審
判
し
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
す
。 

 

【
増
員
】
防
災
・
災
害
復

旧
と
公
共
事
業
執
行

体
制 

  

二
〇
一
九
年
度
は
、
七
月
の
北

九
州
豪
雨
に
始
ま
り
、
台
風
一
九

号
で
は
全
国
各
地
に
多
大
な
災

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
災
害
で

は
、
過
去
最
大
の
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー

ス
派
遣
が
行
わ
れ
、
一
一
月
に
は
、

六
つ
の
「
復
興
事
務
所
」
や
「
緊

急
治
水
対
策
事
務
所
・
出
張
所
」

が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
更
に
、

一
二
月
の
組
織
内
示
で
は
、
国
土
交

通
省
と
名
称
を
変
え
た
「
組
織
再
編
」

後
、
初
め
て
、
地
方
整
備
局

に
お
い
て
、
一
〇
一
名
の
定

数
増
が
内
示
さ
れ
て
い
ま

す
。 

 

こ
れ
は
、
職
員
を
減
ら
さ

れ
続
け
「
一
人
出
張
所
」
や

空
席
ポ
ス
ト
な
ど
国
土
交

通
省
の
脆
弱
な
体
制
へ
の

危
機
感
、
相
次
ぐ
災
害
の
中

で
、
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
を
は

じ
め
と
す
る
災
害
対
応
や

災
害
復
旧
・
復
興
事
業
に
お

い
て
地
域
や
自
治
体
首
長
、

国
会
議
員
な
ど
の
期
待
と

信
頼
を
得
た
こ
と
、
さ
ら
に
は
私
た

ち
管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
も
含
め
国
土

交
通
省
関
係
労
組
が
協
力
し
て
行

っ
た
署
名
活
動
や
地
方
議
会
・
国
会

請
願
等
の
運
動
の
成
果
で
あ
り
、
大

き
な
確
信
と
し
令
和
３
年
度
以
降

も
純
増
を
勝
ち
取
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。 

 

【超
勤
上
限
規
制
】 

形
だ
け
で
終
わ
ら
せ
て
は

い
け
な
い
！ 

  
二
〇
一
九
年
四
月
よ
り
、
「
働
き

方
改
革
」
と
し
て
人
事
院
規
則
を
改

定
し
た
「
超
過
勤
務
の
上
限
規
制
」

が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。
管
理
職
に
と

っ
て
は
、
部
下
職
員
の
超
過
勤
務
を

抑
制
す
れ
ば
「
担
当
業
務
が
進
ま
な

い
」
逆
に
上
限
を
超
え
た
超
過
勤
務

を
容
認
す
れ
ば
「
人
事
院
規
則
違
反

に
問
わ
れ
る
」
等
の
悩
み
多
い
立
場

に
置
か
れ
ま
し
た
。 

 

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
七
月
八
月

に
「
超
過
勤
務
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
行

い
、
各
地
整
の
「
取
り
組
み
の
温
度

差
」「
特
例
業
務
の
解
釈
の
違
い
」
が

明
ら
か
と
な
り
、
本
省
に
対
し
統
一

的
取
り
組
み
を
行
う
よ
う
申
し
入

れ
て
い
ま
す
。 

 

二
〇
一
九
年
度
は
、
災
害
が
多
か

っ
た
こ
と
も
あ
り
、
通
常
業
務
で
年

間
三
六
〇
時
間
を
超
え
る
「
人
事
院

規
則
違
反
」
に
問
わ
れ
る
報
告
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
当
局
の
議
論

が
「
上
限
を
超
え
な
い
」
為
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
論
に
終
始
し
た
傾
向
も
あ

り
、「
増
員
」
の
議
論
と
併
せ
た
根
本

的
な
要
員
配
置
、
仕
事
の
や
り
方
・

や
ら
せ
方
の
議
論
へ
発
展
さ
せ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。 
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【
や
り
が
い
】
管
理
職
特

別
勤
務
手
当 

支
給
要

件
を
明
確
化 

  

管
理
職
特
別
勤
務
手
当
の
問
題

で
は
、
二
〇
一
八
年
度
の
近
畿
支
部

の
人
事
院
へ
の
「
行
政
措
置
要
求
」

の
勝
利
に
続
き
、
北
陸
支
部
の
「
行

政
措
置
要
求
」
も
勝
利
判
定
が
出
さ

れ
ま
し
た
。 

こ
の
勝
利
に
よ
り
、
当
局
の
イ
ン

ト
ラ
で
支
給
要
件
が
明
示
さ
れ
、
支

給
事
例
も
徐
々
に
増
加
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
未
だ
に
制
度
を
知
ら

な
い
管
理
職
も
存
在
し
、
支
給
に
当

た
っ
て
は
、
細
か
な
通
話
記
録
の
提

出
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
記
録
の
整
理

に
半
日
の
時
間
を
要
す
な
ど
本
末

転
倒
の
事
象
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
は
、
や
っ
た
事

が
適
正
に
評
価
さ
れ
、
迅
速
に
支
給

さ
れ
る
こ
と
が
、
業
務
の
「
や
り
が

い
」
に
通
じ
る
こ
と
か
ら
、
支
給
要

件
の
明
確
化
と
手
続
き
の
簡
素
化

を
求
め
て
い
き
ま
す
。 

   

【
定
年
延
長
】
民
間
準
拠

の
水
準
へ 

  

私
た
ち
の
今
後
の
六
〇
歳
以
降

の
働
き
方
は
、
①
定
年
延
長
に
よ
る

フ
ル
タ
イ
ム
就
労
②
再
任
用
制
度

に
よ
る
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
就
労
③)

早

期
退
職
者
制
度
を
活
用
し
た
再
就

職
、
に
大
き
く
区
分
さ
れ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。 

 

定
年
後
の
就
労
問
題
の
本
質
は
、

過
去
、
六
〇
歳
で
退
職
し
、
六
〇
歳

で
年
金
受
給
で
き
ま
し
た
が
、
年
金

支
給
年
齢
引
き
上
げ
に
伴
い
退
職

と
年
金
支
給
年
次
の
金
銭
収
入
の

空
白
を
雇
用
者
で
あ
る
国
の
責
任

で
埋
め
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
で
す

か
ら
、
定
年
後
の
私
た
ち
の
生
活
に

と
っ
て
、
定
年
延
長
時
に
人
事
院
が

言
う
「
退
職
時
の
七
〇
％
の
賃
金
」

を
確
保
す
る
こ
と
が
最
低
限
で
す
。 

 

人
事
院
が
過
去
示
し
た
「
意
見
の

申
出
」
中
で
は
、
民
間
企
業
へ
の
ア

ン
ケ
ー
ト
で
六
〇
歳
以
上
に
定
年

年
齢
を
引
き
上
げ
た
企
業
で
は
、
六

二
．
五
％
が
「
給
与
減
額
な
し
」
と

し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
民
間
の
実

態
が
あ
る
中
で
、
国
家
公
務
員
が
給

与
減
額
の
制
度
を
先
ん
じ
て
導
入

す
る
こ
と
は
、
民
間
の
相
場
を
引
き

下
げ
る
こ
と
に
繋
が
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
現
状
の
フ
ル
タ
イ
ム
再
任

用
は
採
用
数
も
少
な
く
、
処
遇
は
退

職
時
級
の
「
二
級
下
位
」（
管
理
職
の

場
合
「
三
級
下
位
」）
の
位
置
付
け
と

な
っ
て
お
り
、
定
年
延
長
制
度
導
入

時
の
給
与
水
準
引
き
下
げ
の
理
由

と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
フ
ル
タ
イ
ム

採
用
の
拡
充
と
、
業
務
内
容
が
知
識

と
経
験
が
生
か
せ
る
内
容
と
す
る

こ
と
で
処
遇
の
改
善
を
求
め
て
い

き
ま
す
。 

 

【他
省
庁
交
渉
】 

赴
任
旅
費
の
実
績
額
支

給
勝
ち
取
る
！ 

  

二
〇
一
九
年
転
勤
異
動
に
あ
た

っ
て
の
「
赴
任
旅
費
」
支
給
額
と
引

越
実
費
額
と
の
差
が
、
大
き
な
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ユ
ニ
オ
ン
が
把

握
し
た
事
例
で
は
最
大
で
支
給
額

の
五
倍
程
度
の
実
費
負
担
が
強
い

ら
れ
る
実
態
が
あ
り
ま
し
た
。 

組
合
員
、
職
場
か
ら
改
善
要
求
を

受
け
、
国
土
交
通
省
、
人
事
院
、
内

閣
人
事
局
、
財
務
省
と
の
折
衝
、
交

渉
、
会
見
を
重
ね
る
中
で
、
当
局
担

当
者
の
問
題
意
識
を
引
き
出
し
、

「
何
と
か
で
き
な
い
か
と
検
討
し

て
い
る
」
等
の
回
答
を
引
き
出
し
、

二
〇
年
三
月
に
赴
任
旅
費
の
「
実
費

精
算
」
が
周
知
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

し
か
し
、
マ
イ
カ
ー
で
の
数
回
に

分
け
て
の
引
越
費
用
等
の
運
用
方

針
が
不
明
な
部
分
も
あ
り
ま
す
。 

職
場
で
発
生
し
た
不
具
合
を
把
握

し
、
更
に
関
係
機
関
と
の
折
衝
、
交

渉
、
会
見
を
重
ね
て
い
き
ま
す
。 

 

2019 年度 主な出来事 
 

3 月 人事院規則改定（超勤上限規制） 

5 月 第 22 回定期全国大会（愛知県豊橋市） 

6 月 北陸管特勤「行政措置要求」勝利判定出る 

7 月 超過勤務に対するアンケート開始 

8 月 7 日 人事院勧告 

   26･28 日 前線による九州豪雨 

9 月 台風 15 号（千葉県暴風災害） 

   27 日 官房長会見 

10 月 台風 19 号（全国各地で猛威） 

11 月 22 日 6 箇所の緊急復興等の事務所・出張所 

の設置を記者発表 

12 月 17 日 財務省交渉（陳情） 

 20 日 組織改正発表 

1 月 29 日 人事院交渉・内閣人事局交渉 

2 月 7 日 官房長交渉 

   12 日 赴任旅費「実費精算」当局より通知出る 

4 月 7 日 コロナ緊急事態宣言 ７府県 

    16 日  〃 宣言 全国 

5 月 14 日 〃 宣言解除 39 県 

18 日 検察庁法案も含む国家公務員定年延長法 

改正案 次期国会に先送り 

    21 日 コロナ緊急事態宣言解除 近畿 

  26 日 〃 宣言解除 全国 
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【処
遇
改
善
】 

誰
で
も
５
５
歳
ま
で
に

６
級
昇
格
し
、
多
く
の

管
理
職
員
等
の
７

級
昇
格
実
現
を
！ 

  

処
遇
改
善
に
は
、
定
数
改
善

が
重
要
で
す
。
ユ
ニ
オ
ン
は
、

昨
年
の
全
国
大
会
で
発
表
し

た
「
処
遇
改
善
政
策
」
を
基
本

に
、
本
省
や
査
定
省
庁
に
対
し
、

防
災
官
庁
と
し
て
の
評
価
を

高
め
さ
せ
、
事
務
所
長
・
局
課

長
・
副
所
長
・
局
官
ポ
ス
ト
で

の
多
く
の
七
・
八
級
昇
格
を
追
求
し

て
い
き
ま
す
。 

 

ま
た
、
事
務
所
課
長
六
級
は
、
退

職
一
．
五
年
前
の
一
〇
月
に
発
令
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
当
局
は
、
四
月
に

配
分
さ
れ
た
級
別
定
数
を
半
年
間

据
え
置
く
こ
と
に
明
確
な
理
由
を

示
し
て
い
ま
せ
ん
。
ユ
ニ
オ
ン
は
課

長
六
級
の
退
職
二
年
前
の
四
月
発

令
を
追
求
す
る
と
と
も
に
、
将
来
的

に
は
五
五
歳
で
六
級
昇
格
が
実
現

で
き
る
定
数
と
運
用
の
改
善
を
追

求
し
て
い
き
ま
す
。 

さ
ら
に
、
国
土
地
理
院
地
方
測
量
部

の
課
長
は
五
級
退
職
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
省
・
国

土
地
理
院
本
院
・
人
事
院
に
対
し
六

級
昇
格
を
強
く
求
め
て
い
き
ま
す
。 

 

【
交
渉
重
視
】
内
閣
人
事

局
査
定
に
合
わ
せ
た
交

渉
配
置 

  

ユ
ニ
オ
ン
は
、
国
交
通
省
、
人
事

院
、
内
閣
人
事
局
と
の
折
衝
、
交
渉
、

会
見
を
重
ね
要
求
を
実
現
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
相
手
と
の
調
整

の
中
で
、
回
数
が
制
限
さ
れ
、
必
ず

し
も
効
果
的
な
時
期
に
配
置
は
出

来
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

ユ
ニ
オ
ン
は
、
職
場
の
要
求
の
核

心
は
「
組
織
・
増
員
」
と
「
人
事
」

に
あ
る
と
考
え
、
国
土
交
通
省
が
予

算
・
政
策
な
ど
を
ま
と
め
、
財
務
省

へ
予
算
や
定
員
の
要
求
を
行
う
７

月
に
１
回
目
、
予
算
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
人
事
が
動
く
十
二
月
に
２
回
目

の
局
長
・
官
房
長
交
渉
の
開
催
を
求

め
ま
す
。
ま
た
、
内
閣
人
事
局
や
人

事
院
に
対
し
て
は
要
求
期
の
７
月

と
査
定
期
の
一
〇
月
に
交
渉
を
求

め
て
い
き
ま
す
。 

 

管
理
職
員
の
声
を
聞

き
、
職
場
世
論
背
景

の
運
動
を
！ 

  

相
次
ぐ
災
害
や
補
正
予
算
、

定
員
削
減
に
よ
る
多
忙
な
業

務
、
さ
ら
に
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ

る
在
宅
勤
務
や
時
差
出
勤
な
ど
に

よ
り
、
管
理
職
員
の
不
満
や
悩
み
は

増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
様
な
中
だ

か
ら
こ
そ
「
国
民
に
理
解
さ
れ
、
喜

ば
れ
る
仕
事
を
し
た
い
」
と
い
う
管

理
職
員
の
想
い
も
強
く
な
っ
て
お

り
、
そ
の
受
け
皿
と
な
り
問
題
を
解

決
し
て
い
く
ユ
ニ
オ
ン
の
役
割
は

重
要
で
す
。 

ユ
ニ
オ
ン
は
一
九
九
八
年
の
結
成

以
来
「
管
理
職
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
取

り
組
み
を
行
い
、
職
場
の
声
を
聞
き

取
り
、
要
求
書
と
し
て
当
局
へ
提
出
、

折
衝
・
交
渉
で
訴
え
管
理
職
手
当
や

管
理
職
員
特
別
勤
務
手
当
、
再
任
用

制
度
の
改
善
、
地
方
整
備
局
の
増
員

な
ど
処
遇
改
善
や
要
求
を
実
現
し

て
き
ま
し
た
。
一
昨
年
取
り
組
ん
だ

「
第
一
一
回
管
理
職
ア
ン
ケ
ー
ト
」

で
は
、
一
五
〇
〇
名
を
超
え
る
管
理

職
員
等
が
結
集
し
、
ユ
ニ

オ
ン
へ
の
期
待
を
示
し
て

い
ま
す
。 

二
〇
二
〇
年
度
に
は
「
第

一
二
回
管
理
職
ア
ン
ケ
ー

ト
」
を
加
入
の
訴
え
と
一

体
と
し
て
取
り
組
む
こ
と

で
１
０
０
０
名
組
織
を
達

成
し
、「
管
理
職
員
の
健
康

と
処
遇
を
守
る
砦
」
を
一

層
強
固
な
も
の
と
し
て
い

き
ま
す
。 

地方測量部「府県単位機関」評価に！    
(ユニオン調べ) 

地方測量部 
 
 
 
 
 
 
    地方整備局 

 

 

自民党の世耕弘成参院幹事長は、世論の反対で成立断念

とした「検察庁法改正案」と抱き合わせた「国家公務員法改正

案」に関し、「経済が苦しくなる中、公務員の給料が下がらないま

ま定年延長していいのか」と述べている。また、コロナで PCR 検

査が増えなかった原因は、判断する保健所職員が少なく、政府

が予算を渋ったからとの報道もある。 

税金は国民から頂き国民の為に使うもの、こと更、対立を煽る

ため公務員の退職後収入をまな板に上げるなら、政党助成金

や米国からの兵器購入、辺野古などでの思いやり予算もまな板

に上げ、コロナ禍で脅かされる国民の命と天秤にかける議論を

国会でやって欲しい。 

そして、保健所や公共医療機関の様に行革路線で人員が削減

され脆弱化した機能を強化する議論も必要だ。その先に防災

官庁強化の議論もやって欲しいと思う。 

（R 生） 


